
緑輝く  いきいき  新庄

昭和24年の市制施行にあたり、山形
新聞紙上での公募により決定。新庄が
雪で名高いところから、外郭を雪の結晶
で型取り、中央は新庄の新を単純化した
もの。

■新庄市章 

http://www.city.shinjo.yamagata.jp
E-mail  info@city.shinjo.yamagata.jp

山屋小学校最後の卒業式（3月18日）

SHINJO PUBLIC RELATIONS  No.6284
2010

広報
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2

ふれあうまち

地域力

行きかうまち

経済力
学びあえるまち

教育力

3つの力を合わせた
地域基盤力
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市政運営の指針 

政 策 
選択と集中 

財 政 
再建～　 
　健全化 

行 革 
透明・効率・ 
協働 
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市ホームページに全文を掲載しています。 

平成22年度 
施政方針 
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生 

活 

安全で快適な 

環境づくり 

交 

流 

にぎわいと 

まちづくり 
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依存財源 
80億5,594万円 
（60.0％） 

 

自主財源 
53億8,906万円 
（40.0％） 

 

分担金・負担金 3億 2,641万円 （2.4％） 
諸収入 4億 3,272万円 （2.4％） 
使用料・手数料 2億 4,731万円 （1.8％）  
繰越金 1億 6,000万円 （1.2％） 
繰入金  151万円 （0.0％） 
財産収入  483万円 （0.0％） 
寄附金  50万円 （0.0％） 

県支出金 8億 4,391万円 （6.3％） 
地方消費税交付金 3億 3,000万円 （2.5％） 
地方譲与税 1億 2,380万円 （0.9％） 
自動車取得税交付金  4,000万円 （0.3％） 
地方特例交付金  3,660万円 （0.3％） 
利子割交付金  1,170万円 （0.1％） 
交通安全対策特別交付金  780万円 （0.1％） 
ゴルフ場利用税交付金  540万円 （0.0％） 
配当割交付金  360万円 （0.0％） 
株式等譲渡所得割交付金  180万円 （0.0％） 

市　税 
42億1,578万円 
（31.4%） 

 

地方交付税 
46億6,000万円 
（33.9%） 

市債 
7億8,750万円 
（5.9%） 

 
国庫支出金 
13億383万円（9.7%） 
 

歳入 
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平成22年度 
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物件費など 
消費的経費 
61億896万円 
（45.4%） 

人件費など 
義務的経費 
64億5,206万円 
（48.0%） 

投資的経費 
8億8,398万円 
（6.6%） 

　農林水産業費 7億5,812万円 （5.6％） 
　消防費 5億9,956万円 （4.5％） 
　商工費 5億1,642万円 （3.8％） 
　議会費 1億7,705万円 （1.3％） 
　労働費など 8,256万円 （0.6％） 

土木費 
14億1,128万円 
（10.5%） 
 
 

公債費 
17億1,603万円 
（12.8%） 

民生費 
40億5,873万円 
（30.2%） 

教育費 
12億5,713万円 
（9.4%） 

 
 

総務費 
14億2,416万円 
（10.6%） 

 

衛生費 
14億4,396円 
（10.7%） 

歳出 

※歳入・歳出の（　）は構成比です 
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当初予算について 
解説したものを 
市ホームページに 
掲載します。 

わかりやすい 
予算書 ����������������������������������������������������������
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新
庄
市
行
財
政
改
革
大
綱
・
協
働
推
進
計
画
・
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

改
革
の
理
念
は
、
透
明・効
率・協
働

二
月
十
七
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま
で
各
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
行
っ
た
と
こ
ろ
、二
十
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、行
財
政
改
革
大
綱
、人
材
育
成
基
本
方
針
は
案
の
通
り
決
定
し
、協
働
推
進
計
画
は
、公
募
意
見
を
取
り
入
れ
、

取
り
組
み
事
項
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
と
今
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　 行財政改革大綱
（平成２２年度～２６年度）

市民から寄せられた主な意見と市の考え

   基本方針
 Ⅰ． 市民参加協働の推進（協働推進計画）
 Ⅱ． 行政運営の効率化
 Ⅲ．財政の健全化（財政再建プラン）
 Ⅳ．機能的で活力のある組織の構築
 Ⅴ． 市民の信頼に応える職員づくり（人材育成基本方針）

今
年
度
の
主
な
取
り
組
み

Ⅰ
．
市
民
参
加
協
働
の
推
進

○
事
業
決
定
・
予
算
編
成
過
程
の
公
表
な
ど

に
よ
る
行
政
の
透
明
化

○
市
民
に
よ
る
事
業
評
価（
試
行
）

Ⅱ
．
行
政
運
営
の
効
率
化

○
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
職
員
提
案

に
よ
る
事
務
改
善

○
民
営
化
、民
間
委
託
の
推
進

Ⅲ
．
財
政
の
健
全
化

○
人
件
費
の
抑
制
と
内
部
管
理
経
費
の
削
減

○
市
税
の
収
納
率
向
上
対
策
の
強
化

Ⅳ
．
機
能
的
で
活
力
あ
る
組
織
の
構
築

○
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、報
告
・

連
絡
・
相
談
運
動
の
推
進

Ⅴ
．
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
職
員
づ
く
り

○
人
を
育
て
る
職
場
環
境
づ
く
り

○
職
員
の
自
主
的
な
学
習
・
研
修
へ
の
支
援

○
新
規
採
用
職
員
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

意
見

政策
新庄
市

振興
計画

行革
行財
政改
革

大綱

人材
人材
育成

方針
協働
協働

推進
計画

財政
財政
健全
化

計画

○市財政について、高齢化社会
の進展、子育て支援等への支出
など今後も予断を許さないとこ
ろであり、現状事業の再考と重
要順位を決め、さらなる引き締
めが必要である。
➡財政の危機的状況は脱しましたが
今後も新たな「財政再建プラン」に
基づき、徹底した内部管理経費の削
減や事務事業の選択と重点化を最
重要項目に位置づけ、財政の健全
化に取り組みます。

○民間委託や、指定管理者制度
の活用、民営化など(行政から
の)切り離しが多くなってきてい
るが、民間への経済効果がある
のか心配。

➡民営化や、民間委託により新たな
雇用の創出が図られています。また、
雇用面だけでなく民間の発想による
サービス水準の向上なども期待され
ているため、今後も民間委託の総合
的な効果を十分検討し、関係者と話
し合いながら進めます。

○市職員について、ここ数年内
に多くの退職者が予想される
中、業務に支障が出ないよう人
材の確保と教育面の強化を。

➡定員管理計画では、現在３２８名
いる職員を、平成２６年度までに３００
名以下にすることになっています。
組織をスリム化する中で業務に支障
が出ないよう、事務事業を見直し優
秀な人材の確保や研修の充実など
職員の資質向上に努めます。

○各事業がどのような効果を生
み、どのような成果が生まれた
かをチェックする組織（外部組
織）を希望する。

➡市においては、今のところ国で実
施したような事業仕分けまでは考え
ていませんが、行政評価において外
部評価を導入し、評価の客観性の
確保や市民視点からの見直しを図り
ます。
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　 協働推進計画
（平成２２年度～２６年度）

市民から寄せられた主な意見と市の考え

協働企画提案事業を募集します
　市では、地域の困りごとの解決方法や住みよいまちにするための企画提案を広く募集します。

市民活動交流ひろば「ぷらっと」が、企画に対するアドバイスや一緒に取り組む協働パートナーのコーディネートを行い、
市民・地域・企業と行政の協働事業を推進します。

今年度の主な取り組み

意
見

地域コミュニティの活性化を図り、暮らしの課題を解決
○地域公民館・地区公民館の連絡協議会を設置し、公民館活動を支援する。
○地域づくりセミナーを開催する。

目標
1

市民が行政へ関心を持ち、参加・協働しやすい環境づくり
○お知らせ、会議資料、各種計画など分かりやすい言葉づかいにする。
○職員が地域に出向く機会を積極的に活用し広報広聴を充実する。
○協働や行革の取り組みについて市民アンケートを実施する。

目標
3

○募集期間 平成２２年５月６日（木）まで
○補助金総額 ３０万円
○対象となる事業
①多様化する市民ニーズに対応した取り組みで、行政
が支援することで活動のステップアップが図られるもの
②従来の行政サービスで市民と行政が協力することで
サービスの向上が図られるもの
③地域の主体的な活動や市民団体が地域と共に行う
事業で住民生活の向上や地域の見守りを行うもの

○選考基準 
①公共性／市民ニーズに対応した内容で、行政が共に取
り組む必要性があるか。②事業の実現性／実施体制など
実現可能な内容か。③事業効果／高い費用対効果と協
働による相乗効果が得られるか。④協働の形態／行政と
の役割分担が適切か。
○応募・問い合わせ
〒９９６-００８４ 新庄市大手町１番６０号 新庄市民プラザ内
市民活動交流ひろば「ぷらっと」 ☎Uファクス2３－６２１１
Ｅメール　plat@ic-net.or.jp

協
働
の
テ
ー
マ
は
、共
に
育
ち
、共
に
創
る「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

○公民館単位の小さな地域に
関わりを持つには幅広い行政
のバックアップ組織の体制整
備が必要。また、課題共有、目
的共有のためには、従来の区
長に頼るだけのやり方でない
地域の事務局体制を確立する
必要がある。

➡現在、２１５の行政区に地域担当職員を
配置していますが、今後、区割りを見直し、
エリアごとの専門職員の配置するなど重層
的な支援について検討します。また、地域
課題の解決のために多くの住民が参加し
て進められるよう配慮し、担い手育成や世
代ごとの仲間づくりを進め地域での事務局
的な体制ができるよう支援していきます。

○国の補助金やモデル事業を
利用した活動には、行政側の
理解と協働が必要。さまざま
な分野で、地域活性化を図る
ため、目的に応じたプロジェク
トチームを立ち上げ、縦割りで
はなく、それぞれが連携し早急
な判断や対応のできるシステ
ムづくりをしてもらいたい。

➡市民からの提案に対し、協働が
スムーズに進められるよう庁内の横
断的組織を設け、情報交換や研修
を行います。
●➡目標2の取り組みに追加します。

○市民が行政に関心を持って
いないということは、身近な行
政になっていないこと。身近
な行政となるためには、生活に
密着した行政の姿勢が必要。
分かりやすく伝えることは手段
であり目的ではない。市民は、
どういった施策が自分に対し
て取り組まれているのかを感
じ取っている。それを意識し
て行政が取り組んでもらえば
市民の視点も違ってくる。

➡多様な人間関係の中で磨きあう
ことで、思いやりをもった一人の人
間として、市民からの信頼を得られ
るような職員を目指していきます。

目標
2

公共サービスを担う市民活動を支援
○市民活動交流ひろば「ぷらっと」を中心に市民活動を支援する。
○市民提案による協働事業を推進する。
●➡協働を推進する庁内の横断的組織を設け、協働事業の情報交換、研修を行う。
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詳細は、市のホームページでご覧になれます。http://www.city.shinjo.yamagata.jp/
◎詳しくは、政策経営課情報統計室へ。☎内線425

①ハンギングバスケット制作講習会

平成21年7月5日㈰（参加数33組）

②作品展示

講習会終了後、駅東口に設置

（展示数61基）

花と緑でTSUNAGU
アーケード

花の風の会

　平成２１年度、市制施行６０周年を迎えるにあたり、「ＴＳＵＮＡＧＵ～つなぐ」をテーマに市民が主体となって行う事業を募集し、
採択された６団体が１１月までに計画に基づいて６０周年記念事業を実施しました。

　３月２６日、その実施結果を発表する事業報告会を開催しました。各団体は事業内容などを発表し、意見交換を行いました。

新庄市個人情報保護条例

市の個人情報ファイルは保護されています
　市には、次の個人情報ファイル（個人情報を記録した文書やデータ）があります。これらの個人情報は、

法令などで閲覧の定めがあるものを除いて、自分の個人情報以外は知ることができないよう条例で保護されています。
新庄市個人情報保護条例第１３条の規定に基づいて公表いたします。

住民記録データファイル
住民税データファイル
固定資産税データファイル
軽自動車税データファイル
課税状況データファイル
収納管理データファイル
滞納整理データファイル
国保税データファイル
口座管理データファイル
総合福祉データファイル
介護保険データファイル
児童手当データファイル
健康管理データファイル
老人保健データファイル
公営住宅データファイル
農業行政データファイル

水道料金システムデータファイル
戸籍簿・除籍簿・改製原戸籍・戸籍附票等
狂犬病予防法『飼養犬登録原簿管理システム』
交通遺児名簿
新庄市交通災害共済見舞金受付簿
新庄市交通災害共済見舞金一覧表
新庄市消防団員名簿
被保険者台帳（診療（調剤）報酬明細書）
医療受給者台帳（診療（調剤）報酬明細書）
国民健康保険高額療養費データ
老人保健高額療養費データ
保健福祉相談記録票
母子保健カード
水栓所在地順明細書
新庄２１地域スポーツクラブ会員名簿
確定申告書・市県民税申告書

家屋図面
農家・不動産・営業台帳
営農飲雑用水使用料徴収台帳
農業集落排水使用量徴収台帳
農業集落排水使用者家族台帳
新庄もがみ農業協同組合口座振替一覧表
農業集落排水分担金徴収台帳
新庄市水田情報管理システムデータファイル
新庄市水田情報管理台帳
農家名簿
緊急通報システム（やすらぎ電話）利用者台帳
在介・高齢者実態把握事業用データファイル
心身障害者扶養共済制度加入者台帳
生活保護者名簿
精神福祉台帳
特別障害者手当等給付事業用データファイル

◎政策経営課企画政策室☎内線242

　市制施行６０周年記念 市民提案事業報告会

子ども食体験教室

平成21年10月4日㈰

（参加数親子37組）

干しぜんまいの製作過程を映像

で紹介後ぜんまいいりを調理。

おもてなしの心
ぜんまいいりをつくろう

FEEL

平成21年11月14日㈯

●交通安全の啓発イベント
（ステージショー、働く車の展示、

駄菓子コーナーなど）
●駅前通り商店会による出店
（いものこ汁など）

 第20回かもしかお楽しみ会
～ひと・つなぐ・みらい～

市かもしか
クラブ
連合会

平成21年11月8日㈰
ゲスト指揮者に

陸上自衛隊中央音楽隊隊長
武田晃氏（新庄市出身）を迎え、

市民歌などを演奏。

新庄吹奏楽団
第２６回定期演奏会

新庄
吹奏楽団

平成21年7月11日㈯
｢歴史と文化｣｢自然環境｣の体験・
実習（昔遊び、民話語り、

隠明寺凧制作、キャンドルナイト、
花火打ち上げなど）

伝～伝えたい伝統・ 
守りたい文化

新庄
青年会議所

①凧づくり教室
平成21年7月11日、10月18日・25日

②大凧制作
平成21年9月24日・26日、10月15日
③新庄凧フェスティバル

平成21年11月3日㈫（参加数150人）

新庄凧フェスティバル
2009

隠明寺凧
保存会



 

紙と食品トレーを徹底的に分別
　Ｈ宅は夫婦と子ども一人の３人家族。
以前は、可燃ごみの分別をせずにごみ袋に
入れていました。

　しかし、環境課に異動後は｢ごみの分け方と出し方｣を
参考に適切なごみの分別を実践。特に紙と食品トレー
を徹底的に分別したところ、週２回出していたごみが週１
回になり、1回に出す量も減りました。今では、Ｈ宅の可
燃ごみは紙おむつ、ちり紙、ビニールラップ類、生ごみのみ
になったそうです。

▲出発を前に市長を表敬（3月16日/市役所）
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　「幼稚園に３年間、保育園に１年７カ月勤務した経験を生
かせるよう、派遣先のカンボジアでも子どもたちと触れ合う
機会が多いことを願っています」そう話す阿部さんは、国境
を越えて、子どもたちの笑顔を増やし、明るい未来の希望を
持たせてあげたいとＪＩＣＡ青年海外協力隊への参加を決意
しました。
　「カンボジアでは、首都プノンペンの北東１２０kmに位置
するコンポンチャム州に派遣されます。派遣期間は２年間
です。派遣先では、州の教育局の青少年課に勤務するこ
とになっています。青少年活動ということで、幅広い活動を
することになると思いますが、主な仕事としては、小中学校を
回り、生徒会活動などの生徒自身による活動の指導・支援
を行うことです。機会があれば、仕事の経験を生かし、幼児
教育にも携わりたいと思っています。カンボジアの子どもた
ちの活動を支援することはもちろんですが、わたし自身カンボ
ジアで見るもの、聞くこと、できるだけ多くを吸収し学んできた
いと考えています」といきいきとした表情で抱負を語ってくれ
た阿部さんは、３月２３日にカンボジアに向け出発しました。

ふ
る
さ
と
納
税

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
。
二
十
年
度
は
寄

付
件
数
十
八
件
、
金
額
に
し
て

八
十
五
万
九
千
円
で
、
申
込
者
の

地
域
別
で
は
、
県
内
三
件
、
関
東

十
一
件
、
近
畿
三
件
、
九
州･

沖
縄
一

件
と
い
う
実
績
で
し
た
。
二
十
一
年

度
は
、
寄
付
件
数
五
十
七
件
、
金

額
に
し
て
百
八
十
万
三
千
円
で
、

地
域
別
で
は
、県
内
一
件
、東
北
一
件
、

関
東
三
十
八
件
、信
越･

北
陸
四
件
、

東
海
二
件
、
近
畿
七
件
、
中
国･

四

国
一
件
、
九
州･

沖
縄
三
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
件
数
で
昨
年
の
約
三
倍

と
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

要
望
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

担
当
者
の
話
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
へ
の

「
あ
り
が
と
う
品
」
を
紹
介
し
て
か

ら
、
全
国
各
地
か
ら
の
申
し
込
み

が
多
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
品
は
九
種
類
あ
っ
て
、

一
番
注
文
が
多
い
の
は
新
庄
産
の
米

で
す
。
新
庄
の
米
は
お
い
し
い
の
で

自
慢
の
一
品
。
行
政
が
関
わ
る
こ
と

で
さ
ら
に
安
心
感
も
増
す
の
で
し
ょ

う
。
新
庄
の
お
い
し
い
も
の
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
新
庄
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。

　先日、「家庭でごみを減らす方法を教えてください！」とい
う電話をいただきました。そこで、今回は環境課の職員
が家庭で実践している減量術を紹介します。

　各家庭がごみの減量に取り組むことでCO²排出量を
削減し、地球温暖化防止につながります。地球に優しく、
財布にも優しい家庭ごみの減量を、ぜひ皆さんも実践し
てみてください。

市コ
長ラ

ム

ＪＩＣＡ青年海外協力隊
阿部瑠璃子さん（下金沢町）

ごみ減量化のススメ
（可燃ごみVersion）

世界の子どもたちの
笑顔を増やしたい

紙は、子ども会や町内会の廃品回収に出しています。
➡回収量に応じて市からの補助金も出るため、町内会
の収入になります。
食品トレーは、スーパーの店頭（食品トレーリサイク
ル「新庄方式」）に出しています。➡食品トレーの処理
は障がい者施設で選別・加工し原料として業者に販売し
ています。この収入が障がい者の工賃となっています。

※家族３人（うち子ども１人）の可燃ごみ袋の使用状況

山
尾
順
紀

紙・食品トレー分別前
特大ごみ袋月８枚使用
５０円×８枚＝

４００円

紙・食品トレー分別後
大ごみ袋月４枚使用
４０円×４枚＝

１６０円 ２４０
円

お得！！

➡

ＪＩＣＡ
阿部瑠

世界
笑

エエコトピエコトピ
eco-topics

H氏の場合

いきい
き

　新庄
人
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毎
日
の
育
児
の
中
で「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」｢

大
丈
夫
か
し
ら･･･｣

な
ど
と
悩
ん

だ
時
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

　

子
育
て
は
本
当
に
大
変
で
す
。
で
も
、
子

ど
も
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
当
た
り

前
。「
し
か
た
が
な
い
」「
ま
あ
い
い
か
」と
少

し
気
楽
に
考
え
る
の
が
楽
し
い
子
育
て
の
秘

訣
で
す
。
で
も
今
の
時
代
、
お
母
さ
ん
ひ
と

り
で
子
育
て
を
背
負
う
の
は
大
変
で
す
。
ま

わ
り
の
人
に
頼
り
な
が
ら
支
え
あ
っ
て
子
育

て
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
庄
に
転
勤
し
て
き
て
、
ま
ち
の
様
子
が

わ
か
ら
ず
、
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

せ
ん
か
？ 
初
め
て
の
子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？ 

そ
ん
な
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
！
遊

び
の
広
場
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

子育てを
楽しんでいますか?

こんなことをしています！
★育児の悩みについての相談
 電話でも来所でもどうぞ。こちらか
 ら希望の場所にも伺います。
 月曜日～金曜日(水曜日は休み)
 午前１０時～午後６時まで
★地域に根ざした保育活動のお手伝い
★子育て家庭に対して保育情報サー
ビスの提供
★子育てサークルへのお手伝い
◎新庄市地域子育て支援センター☎22-5115

ひ
と
く
ち

　
　

新
庄
市
史

●37  

廃
藩
置
県
と
戸
籍
区

〜
小
田
島
町
・
沼
田
町
の
誕
生

　

戊
辰
戦
争
で
幕
府
を
倒
し
た
新
政

府
は
、
元
号
を
明
治
と
改
元
し
、
江

戸
城
を
皇
居
に
定
め
、
ま
た
次
々
に

法
令
を
発
し
て
新
政
権
の
座
を
確
立

し
た
。

　

明
治
二
年
、
新
庄
藩
最
後
の
藩
主
・

戸
沢
正ま

さ

実ざ
ね

は
、
二
百
五
十
年
に
わ
た

っ
て
治
め
て
き
た
新
庄
領
の
土
地
人

民
を
天
皇
に
返
還
し
た
。
い
わ
ゆ
る

版
籍
奉
還
で
あ
る
。

　

旧
藩
主
・
正
実
は
、
政
府
に
よ
っ
て

新
た
に
設
け
ら
れ
た
新
庄
藩
の
知
事

に
就
任
し
た
が
、
二
年
後
の
明
治
四

年
九
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
こ
の

地
位
を
失
い
、同
年
、東
京
に
去
っ
た
。

こ
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
新
庄
は
新

庄
県
と
な
っ
た
が
、
同
年
十
一
月
、
新

庄
県
は
山
形
県
に
合
併
さ
れ
（
ほ
か
に

置
賜
県
・
酒
田
県
が
あ
っ
た
）、
当
地

方
は
新
設
さ
れ
た
山
形
県
新
庄
出
張

所
（
明
治
六
年
、
新
庄
支
庁
と
改
称
）

の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
四
年
に
は
、
人
々

の
戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
区
が
全
国

に
画
一
的
に
設
け
ら
れ
、
翌
年
に
は
、

従
来
の
庄
屋
・
名
主
な
ど
の
呼
称
が

廃
止
さ
れ
、
明
治
五
年
十
月
に
、
地

方
行
政
の
末
端
の
行
政
区
画
を
「
区
」

と
す
る
「
大
区
・
小
区
制
」
が
発
せ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
上
郡
は
一つ

の
大
き
な
区
（
第
七
大
区
）
と
さ
れ
、

さ
ら
に
六
つ
の
小
区
に
分
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
九
年
八
月
、
現
在

ふれあい
　　学びあい

●保健センター.......... １３日・２７日
●わくわく新庄....................... ２０日
●八向地区公民館................. １５日

４月の遊びの広場と巡回相談の日程

●とき　４月２０日㈫午前10：00～
●ところ　わくわく新庄

第１回  めごめご子育て講座

▲キッズリズムダンス（3月25日／わらすこ広場）

ここ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

郷
土
の
歴
史

緑輝く いきいき 新庄



15 広報 4.9  2010

人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

●児童図書●
センシュちゃんとウオットちゃんのバナナじま..... 工藤 ノリコ
トマスと図書館のおねえさん............ パット・モーラ
けがをした恐竜................................ 黒川みつひろ
チリとチリリゆきのひのおはなし....... どい　 かや
ヴィヴァーチェ　２........................... あさのあつこ
モデルになっちゃいますぅ!?............. 梨屋 アリエ

●一般図書●
神室............................................... 最上山岳会
ウルルの森の物語＜映画：新庄市出身映画監督／長沼　誠＞
　................................................... 百瀬しのぶ
ファントム・ペイン........................... 神永　　学
絵伝の果て.................................... 早瀬　　乱
僕の明日を照らして......................... 瀬尾 まいこ
真綿荘の住人たち......................... 島本　理生
きみ去りしのち................................ 重松　　清
象牙色の賢者............................... 佐藤　賢一
青森ドロップキッカーズ................... 森沢　明夫
天網............................................... 今野　　敏
※各小中学校文集、会誌などのご寄贈ありがとうございま
す。図書館では、郷土資料として収集保存しています。今
後もご協力ください。

親
子
一
緒
に
楽
し
め
る
「
お
ウ
チ
遊

び
」
を
提
案
し
た
い
と
、
二
回

目
と
な
る
「
積
み
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
実
施
さ
れ
、
十
八
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
新
庄
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
最
上
地
域
在
住
の
仕
事
を
持
つ

女
性
十
人
で
構
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
を
持
つ
会
員
も
多
く
、
最
上
地
域
で

は
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
少
な

い
こ
と
、
特
に
冬
は
、
乳
幼
児
を
持
つ

親
は
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
親
子
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
問
題
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

手
助
け
を
し
た
い
と
、「
積
み
木
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
企
画
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
積
み
木
と
い
う
家
族
み

ん
な
で
で
き
る
「
お
ウ
チ
遊
び
」
を
通
し

て
、
昔
か
ら
の
遊
び
が
子
ど
も
の
自
発

性
や
創
造
性
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
子

で
ひ
と
つ
の
積
み
木
の
建
物
を
作
る
楽

し
み
、
そ
し
て
そ
の
ひ
と
つ
の
建
物
が

周
り
の
建
物
と
つ
な
が
り
、
小
さ
な
積

み
木
が
大
き
な
町
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
驚
き
、
自
宅
で
は
味
わ
え
な
い
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
積
み
木
遊
び
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
親
た
ち
に
と
っ
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
豊
か
な
積
み
木

の
創
作
を
見
て
、
子
ど
も
の
持
つ
無
限

の
可
能
性
を
再
確
認
で
き
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
庄
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、こ
の

よ
う
な
講
座
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
豊
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
か

ら
の
新
庄
・
最
上
を
支
え
る
礎
を
築
く

手
助
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

規
模
の
山
形
県
（
全
部
が
合
併
し
一
つ

の
県
と
な
っ
た
）
が
成
立
す
る
と
、
以

前
の
大
区
・
小
区
が
大
き
く
改
め
ら

れ
、
県
内
は
一
〇
の
大
区
、
一
〇
〇
の

小
区
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
最
上
郡
は
第
四
大
区
と
な
り
、

こ
れ
が
五
つ
の
小
区
に
分
け
ら
れ
た
。

小
一
区
に
は
小
田
島
町
・
五
日
町
村
・

鳥
越
村
・
角
沢
村
・
仁
間
村
・
福
田
村
・

本
合
海
町
村
が
、
小
二
区
に
は
沼
田

町
・
十
日
町
村
・
金
沢
町
村
・
松
本
村
・

升
形
村
・
飛
田
村
・
泉
田
村
・
萩
野

村
が
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
た
。

　

な
お
、
明
治
五
年
の「
大
区
・
小
区

制
」
が
施
行
さ
れ
た
時
、
山
形
県
で

は
、
旧
城
下
町
の
士
族
の
居
住
地
を

い
ず
れ
も
「
小
一
区
（
旧
城
郭
内
）」
と

し
て
他
の
町
方
と
区
別
し
て
い
た
が
、

明
治
七
年
十
月
、
こ
れ
を
改
正
し
た
。

こ
の
時
、
新
庄
で
は
旧
城
郭
内
を
、

大
手
広
町
を
境
に
、
本
丸
（
城
址
）
を

含
む
南
側
を
小
田
島
町
に
、
北
側
を

沼
田
町
と
し
て
、
新
た
な
町
を
誕
生

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

積み木で町を作ろう
親子で楽しむ積み木遊び
　　　（3月28日／市民プラザ）

●編著／渡部　豊子　●挿画／安喰　宣善
●装幀／田口　富士雄
　戦後６０年たった今だからこそ戦争体験を語り
継がなければならないとの著者の思いが、ようや
く今回の刊行となった。はじめて語る５人の辛い
記録を、真実のまま聞き書きされている。子どもか
ら大人まで多くの市民に聴読して頂きたい、著者
をはじめ地元人がたくさん携わった渾身の作。

今月の本
『大地に刻みたい五人の証言』
～ひとりひとりの戦い、そして終戦～

今月のテーマ展示

『図書館』
～２０１０年「国民読書年」～

　４月３０日は「図書館
記念日」です。図書館
にまつわる本や、読書
意欲をかきたてる本を多数展示しています。
　また、乳幼児向けの「絵本の読み聞か
せ」や幼児から児童向けの「お話し会」
などのイベントも盛りだくさんですので、皆さ
まぜひ図書館へおこしください。

4月の
おすすめ
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■１３５年の歴史に幕・山屋小学校閉校式（3月20日）
明治７年に開校し、これまで1,529人の卒業生を送り
出してきた山屋小学校が、その歴史に幕を下ろしまし
た。同窓生や地域住民、学校関係者など約280人が
参加し閉校式が行われました。全児童１７人が、山屋
小学校の思い出を「別れのことば」として述べた後、校
歌を斉唱。山屋小の子どもたちは、４月から新庄小学
校で新たな学校生活をスタートしています。

■第５回市民プラザまつり
（3月7日）
趣味を超え広げよう愉しみの
輪をテーマに開催した第5回
市民プラザまつり。作品展示
(3月3日～8日)やステージ
発表(3月7日)で練習の成
果を披露しました。

新庄市出身の長沼誠さんの初
監督作品となる劇場映画が上
映され、約千人の観客が会場
を埋めつくしました。上映に先
立ち、上映会を主催した「プラ
イマルプロジェクト」の小中高
生の会員と長沼監督の懇談会
も行われました。

■「ウルルの森の物語」上映会（3月20日／市民文化会館）

地域医療公開講座が開催さ
れ、千葉県立東金病院地域連
携室長・古垣斉拡氏が「地域医
療を守れ！」と題して講演を行
いました。会場には、市民や関
係者約250人が集まり、地域
医療のあり方について理解を
深めました。

■住民とともに歩む地域医療を目指して（3月6日／市民プラザ）

戸籍事務の電算システムが稼
動し、市民課で始動式を行いま
した。テープカットの後、申請
に訪れた市民にコンピューター
化された戸籍を交付。システ
ムの稼動でより正確で迅速な
サービスが提供できるようにな
りました。

■戸籍事務電算システム始動（3月8日／市役所）

しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS



▲満100歳のお祝いに郷野目キミエさん（木栄町）に賀詞と記念品を贈呈
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■地域の宝を東京で披露
（2月28日／NHKホール）
「萩野鹿子踊」ほか全国の14団体が
出演し「第10回地域伝統芸能祭り」
が開催されました。勇壮に踊る萩野
鹿子踊は３千人を超す観衆を魅了し
ました。また、3月には、地域伝統文
化の振興に貢献した団体など贈られる
「２００９年度地域伝統文化功労者」と
して萩野・仁田山鹿子踊保存会が選ば
れ(財)伝統文化活性化国民協会より
表彰を受けました。

■第26回新庄節全国大会
（3月7日／市民文化会館）
県内外から愛好者約１５０人が出場
し、第26回新庄節全国大会が開催さ
れました。入賞者は次の通りです。
【大会入賞者】大賞・大川あけみさん（秋
田市）、一般の部優秀賞・飯沢幸子さん
（長井市）、鈴木清子さん（新庄市）、ジュ
ニアの部優勝・岩根里紗さん（東京都）、
２位沢田藍さん（福島県）、３位那須綾華
さん（長井市）、シニアの部優勝・石川武
志さん（新庄市）、２位明石寿々栄さん（千
葉県）、３位栗田琴子さん（新庄市）

従業員の消防団活動に配慮しているなど消防団活
動に積極的に協力している事業所として、大成第一
塗装工業㈱(京野純司代表取締役社長)と、新庄建
設㈱(吉田秀夫代表取締役)が、「市消防団協力事
業所」に認定されました。また、昨年１月に市の認
定を受け、協力実績が顕著であると認められた㈱双
葉建設コンサルタント(海藤剛代表取締役)が、「総
務省消防庁消防団協力事業所」に認定されました。

■消防団活動に協力します（3月26日／市役所）

新庄ロータリークラブより大型絵本7冊と
自転車３台を寄贈いただきました。絵本は
毎年寄贈され今回で計44冊。「新庄ロー
タリークラブ文庫」として市立図書館で貸し
出しています。自転車は、ＮＰＯ新庄観光ガ
イド協議会が運営している観光用レンタサ
イクルとして活用させていただきます。

■市に善意の寄贈（3月24日／市役所）

1食べてみよう
 食改料理のアレコレ
 （3月1日／市民プラザ）
2第11回もがみ"ゆめりあ"
産直フェア

 （3月13日／ゆめりあ）
3きずな写真展
 （3月12日～29日／市民プラザ）

■3 ■2 ■1

TOPICS
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4月のおしらせ イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです
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　　SHINJO INFORMATION

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

2010  4  April



全日本語りのまつり
in 新庄

○とき 10月9日・10日・11日
○ところ 市民文化会館
  新庄ふるさと歴史センター
  戸沢神社社務所
○前売券 4月下旬より発売
※詳しくは、実行委員会
　（新庄ふるさと歴史センター）へ。

　☎22-2188

思い出と誇りを胸に  ～山屋小学校最後の卒業式～

表 紙 の 写 真

新庄小学校への統合により閉校となっ
た山屋小学校で、最後の卒業式が行わ
れました。式では、市川重保校長が「学
校の歴史は閉じますが、思い出や誇りを
忘れないでほしい」と話し、４人の卒業生
に卒業証書を手渡しました。卒業生たち
は小学校での思い出や中学校に進んで
からの決意を堂 と々発表し、山屋小学校
１３５年の歴史の最後を飾りました。
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う
し
て　

国
が
ら
国
へ
ど
回
っ
て

ち
ょ
う
ど
二
十
五
年
目
で　

元
の
村

さ　

戻
っ
て
き
た
っ
け
ど
。
ほ
う
す
っ

ど　

村
ん
中な

が

で
ぁ　

『
二
十
五
に
な
る

大だ
い

工ぐ　

死
ん
だ
』
っ
て　

大
騒
ぎ
し
っ

た
け
ど
。

　

ほ
ん
で　

よ
っ
ぐ
聞
い
で
み
っ
ど　

ほ
の
大
工
ぁ　

夏な
づ

の
暑

あ
っ
つ

い
盛さ

が

り　

鉋
か
ん
な

研と

ぎ
し
っ
た
時ど

ぎ　

ぶ
ー
ん
て　

虻
飛
ん
で

き
て　

大
工
の
股も

も

た
ぶ　

じ
ゅ
ぐ
っ
て

刺
し
た
な
あ
ど
。
ほ
う
す
っ
ど　

大

工
ぁ　

動ど

転で

し
て

　

「
痛

い
っ
で

ち
ゃ
！
こ
ん
畜ち

く

生
し
ょ
う

」

て　

鉋
で
股
た
ぶ
ど
ご　

ど
え
っ
て　

た
だ
い
だ
ん
だ
っ
け
ど
。
ほ
う
す
っ
ど

鉋
ぁ
切
れ
る
も
ん
だ
し　

股
た
ぶ
ぁ　

ぱ
か
っ
て
口く

ぢ

開あ

い
で　

ど
ん
ど
ど
血
ぃ

出
で　

と
う
ど
ぅ　

死
ん
で
し
ま
っ

た
っ
て　

ゆ
う
な
あ
っ
け
ど
。

　

六
部
ぁ　

〝
は
は
ぁ　

む
が
す　

こ

ご
の
お
宮
さ　

泊
ま
っ
た
時　

神
様
ぁ

『

あ

ぶ

に　

か

ん

な
。

年

は

二
十
五
』
っ
て
言
っ
た
な　

こ
の
ご

ん
だ
な
〞
っ
て　

は
じ
め
で　

わ

が
っ
た
っ
け
ど
。

　

ん
だ
さ
げ　

人
の
寿
命
て
ゆ
う
も

の
ぁ　

本
人
さ
は　

わ
が
ん
ね
げ
ん

ど
も　

生
ま
っ
だ
時
が
ら　

決
ま
っ

て
い
る
も
ん
だ
ど
。
神
様　

決
め
で

け
る
も
ん
だ
さ
げ　

な
ん
ぼ　

〝
い

だ
ま
し
い　

長
生
ぎ
さ
せ
だ
が
っ

た
〞
っ
て
ゆ
っ
て
も
だ
め
な
も
ん
だ

ど
。

　

ど
ん
び　

す
か
ん
こ　

ね
え
け
ど

　
「
人
の
一
生
は
、
生
ま
れ
た
時
に
、

す
べ
て
神
様
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
る
」

と
語
る
奇
想
天
外
な
こ
の
昔
ば
な
し

は
、
身
の
上
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
を
「
こ
れ
も
運
命
だ
」
と
納
得

し
よ
う
と
す
る
現
代
人
に
も
、
ど
こ

か
通
じ
る
話
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
新
庄
民
話
の
会
会
長　

佐
藤　

榮
一
）

絵
・
金
田　

泰
介
さ
ん（
大
町
）
平
成
22年

4月
9日
号（
N
o.628）　

■
編
集
・
発
行
／
新
庄
市
 総
務
課
   〒
996‒8501 新

庄
市
沖
の
町
10‒37 TE

L.0233‒22‒2111　
■
制
作
・
印
刷
／
共
栄
印
刷
株
式
会
社
　
14,000部

発
行

広
報

4

新庄の 昔ばなし
『新庄のむがす三十選』より

環境にやさしい大豆油インキを
使用しています

2月末現在の
39,293人（39,704人）
女 20,538人（20,733人）

男 18,755人（18,971人）

世帯数 13,424世帯（13,447世帯）

2月の異動

出生 20人（29人）

死亡 34人（38人）

転入 52人（71人）

転出 109人（90人）
※（　）は1年前の住民基本台帳
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